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万物の見方である
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、彼のみが宇宙に於ける唯一の真の
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、我等を支配
する神は唯一なりと言ふ、是れ思想の根本的統一
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に懐く彼の万物の見方

















































































































































































































































と主張している。「聖書は神は愛なりと教ふ (God is love.)然れども神は愛のみなり
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、
神の人に対するすべてと
8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8
、人の神に対するすべてが言ひ表さらるゝ


















45 たとえば 1914年の「近代人」（『全集 20』239-240ページ）、1920年の「近代人の聖書観」（『全集 25』
584-585ページ）、1925年の「近代人と神」（『全集 29』7-8ページ）、1926年の「知識と信仰」（『全集
29』461ページ）等に、このような「近代人」観が示されている。
46 前出「神の忿怒と贖罪」、245ページ。
47 前出「私の私の基督教　其三　二元論の基督教」、108ページ。
52－　　－
内村鑑三における二元論的思想の再考
リストを知らず死んだ者の救いについて問われた時の答えだという、「僕にも解らん
よ。…併し此の為めに君自身の信仰を止めてはいけない。斯かる問題は長い信仰生涯
を続けて行く間に自然にわかって行くものだ」48という言葉はそれを示したものである
と思われる。
　異なるがゆえに二元的であるものどうしを一元的にまとめようとすれば、そこに内
村の言うような「一元論に物を霊に引上ぐるの利があると云ふならば、同時に又霊を
物に引下ぐるの害あることを忘れてはならない」「霊と物とは一であると言ふ者は大
抵善と悪とは一なりと言ふ」49といった問題が生ずることもあり得る。何が善で何が悪
なのか、という問題をここで簡単に論じることはできないが、「善は善、悪は悪、東
の西より遠かるが如くに、善と悪との間に無限的距離あり」50と「二元説」的に捉える
ことにより、内村の発想が理想としての善をあきらめない態度へとつながるという側
面もあるのではないだろうか。ということは、土肥が「無縁」とした内村の「はげし
い意識」「情熱的表現」と「二元論的思考法」51とが、この「あきらめない」という点
において、つながっているとも考えられるのである。少なくとも内村の「はげしさ」
「情熱」が、「肉」の存在である人間の、「霊」にあこがれ、求めるはげしさと相通じ
るものであることは確かであるだろう。
　なお、完全なる救済への一部としての、神化あるいは聖化の問題が内村の二元論的
キリスト教理解においてどのように扱われているか、ということは今後の課題であ
る。救済の完成は、終末的なできごとと考えられるが、それでは人間から神への方向
性において、罪深い人間でありながらその信仰が深まる、といったことはどのように
理解されるのであろうか。固定的であることを嫌い、変化し続けるところに生命力を
見出していた内村にとって、その変化にもまた肉・物の側に属する人間としての、限
界があるということになるのであろうか。ひきつづき考えていきたい。
48 矢内原忠雄「私は如何にして基督信者となつたか」『矢内原忠雄全集第二六巻』（岩波書店、1965）143
ページ。
49 前出「私の私の基督教　其三　二元論の基督教」、110ページ。
50 同、111ページ。
51 土肥前出書、276ページ。
